
提

出

者

河

村

た

か

し

平
成
十
六
年
七
月
三
十
日
提
出

質

問

第

二

〇

号

Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
に
か
か
る
個
人
情
報
に
関
す
る
質
問
主
意
書

20



Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
に
か
か
る
個
人
情
報
に
関
す
る
質
問
主
意
書

Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
個
人
情
報
の
管
理
、
取
扱
い
に
つ
い
て
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
（
日
本
国
憲
法
第
一
三
条
）
と
い
う
点
で
看
過
し

得
な
い
問
題
を
有
し
て
い
る
と
思
量
す
る
為
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。

一

全
て
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
実
施
主
体
に
お
け
る
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ユ
ー
ザ
ー
の
利
用
履
歴
の
外
部
提
供
の
状
況
（
提
供
先
／
件
数
）
を
過
去

三
年
分
年
度
別
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
上
で
適
切
な
状
況
か
ど
う
か
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

二

こ
れ
ま
で
外
部
に
ど
の
よ
う
な
Ｅ
Ｔ
Ｃ
個
人
情
報
が
提
供
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
項
目
を
「
料
金
所
通
過
時
刻
」
「
Ｅ

Ｔ
Ｃ
利
用
時
に
監
視
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
」
な
ど
明
ら
か
に
さ
れ
た
上
で
適
切
な
状
況
か
ど
う
か
に
つ
い
て
見
解
を

問
う
。

三
�

「
有
料
道
路
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
指
針
」
﹇
建
設
省
／
平
成
一
二
年
三
月

二
四
日
﹈
で
は
、
第
四
条
（
個
人
情
報
の
利
用
及
び
提
供
）
に
は
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
実
施
主
体
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
業
務
の
目
的
以
外
の

目
的
に
、
個
人
情
報
を
利
用
又
は
提
供
し
な
い
も
の
と
す
る
。
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
例
外
と
し
て
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
実

施
主
体
が
従
う
べ
き
法
的
義
務
の
た
め
に
必
要
な
と
き
。
」
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
実
施
主
体
が
従
う
べ
き

一



法
的
義
務
の
た
め
に
必
要
な
と
き
。
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

�

「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
実
施
主
体
が
従
う
べ
き
法
的
義
務
の
た
め
に
必
要
な
と
き
。
」
に
は
、
「
刑
事
訴
訟
法
第
一
九
七
条
第
二
項

に
基
づ
く
照
会
」
「
捜
査
関
係
事
項
照
会
」
を
含
む
の
か
。
あ
る
い
は
「
刑
事
訴
訟
法
第
一
九
七
条
第
二
項
に
基
づ
く
照

会
」
「
捜
査
関
係
事
項
照
会
」
に
よ
り
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
履
歴
の
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
は
、
指
針
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
。

�

民
間
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
過
去
に
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
実
施
主
体
が
従
う
べ
き
法
的
義
務
の
た
め
に

必
要
な
と
き
。
」
に
は
、
「
刑
事
訴
訟
法
第
一
九
七
条
第
二
項
に
基
づ
く
照
会
」
「
捜
査
関
係
事
項
照
会
」
を
含
ま
な
い

と
回
答
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
く
が
、
そ
れ
は
本
当
か
。

四

国
土
交
通
省
で
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
実
施
主
体
に
対
し
て
、
「
刑
事
訴
訟
法
第
一
九
七
条
第
二
項
に
基
づ
く
照
会
」
「
捜
査
関
係

事
項
照
会
」
に
際
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
だ
と
指
導
し
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


